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１．研究計画の概要 
全体構想：本研究は学生と教師双方が医療コミュ

ニケーションを自主学習できるようなシミュレー

ション教材を開発し、評価し、公開することを目

指している。 

具体的な目的： 

(1)医療コミュニケーション教育のための医療現

場に関する基礎データの収集と分析、その結果を

もとに教材のための内容面の枠組み（シラバス）

を構築する。 

(2)既存のコミュニケーション教育関係リソース

の調査と内容分析を行う。 

(3)医療教育関係者と学習者のeラーニング教材の

レディネス調査およびその分析を行う。 

(4)シミュレーション教材試用版の作成、実施、お

よび内容評価を行う。 

(5)医療コミュニケーション教育のための自主学

習教材本編の作成、評価、改良および公開 

 
２．研究の進捗状況 
(1)医療現場での医療コミュニケーションを
考えるため、患者の側からの声を聞く「患者
アンケート」（N=240）を初年度に実施した。
これにより、患者がどのようなときに医師に
対して好感、あるいは不信感を持つかが明ら

かになった。これを踏まえて教材シラバスを
作成した。 
(2)リソースの調査では、アメリカ AACH 
American Academy on Communication in 
Healthcare) で開発した e ラーニング教材
Doc.com を検討した。AACH の Novack 教
授を招聘し、研究会を開催した。 
(3)本研究対象者である留学生の e ラーニン
グや CALL のレディネスや知識調査を行い、
試作教材を試用してもらい、改善点を探った。 
(4)３年目までに８場面の医療コミュニケー
ショントピック教材を作成した。 
(5)本編がほぼ完成しつつあり、そのつど教材
評価も実施している。最終年度の公開に向け
て作業を進めているところである。 
 
３．現在までの達成度 
①当初の計画以上に進展している。 
(理由) 
目的(1)H19-20 年度時に 240 人の患者からア
ンケート調査をし、医療現場での医療コミュ
ニケーションの必要性を調査し、医師になろ
うとしている医学生（留学生および日本人学
生を含む）、研修医、そしてそれを指導する
教育者（語学指導者含む）にとっての医療コ
ミュニケーションの必要性を明らかにし、シ
ラバスに反映させることができた。 
(2) アメリカ AACH American Academy on 
Communication in Healthcare) で開発した
e ラーニング教材 Doc.com の翻訳を通して、
現在の最先端の医療コミュニケーションを
知るとともに、日本独自のコミュニケーショ
ンスタイルといったものも検討する必要が



あることを明らかにし、作成中の教材に反映
させている。 
(3) 留学生の e ラーニングや CALL のレディ
ネスや知識調査を行い、試作教材の使用の仕
方を調査し、これを日本人学生と比較した。
(4) シミュレーション教材試用版の作成、実施、

および内容評価が当初の目的であったが、試用版

の改良もすでに行われ、完成教材の形になりつつ

ある。これは当初の予定より進んでいる。 
(5) ８つの教材がすでに完成した。基礎編（医

療面接の開始、初診時の対応・本人確認（医科編、歯科

編））と対応の難しい中級編（点滴トラブル、医師

の言葉遣い、不平が続く患者への対応、検査が不安な患

者への対応、専門外の患者への対応）である。本年
（最終年）は上級編が完成見込みである。当
初の計画以上に進んでおり、完成時は医療コ
ミュニケーションの初級・中級・上級教材が
網羅され、評価を経て公開することができる
見通しである。 
 
４．今後の研究の推進方策 
本編の完成と評価を行い、本ｅラーニング教
材を一部公開する。評価に関しては、全国の
医療系大学の留学生に協力を依頼中で、年度
終了までに結果の集計も完成させる予定で
ある。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
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